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用氏 こう鹿飼育朋間
ヒメて/いjJtソヲ ブL-ムtlJ/帽和 は 年 3月liZEこl乃玉昭和 15年 4JH (=1




ガ∴ l'J '- -I, .,/fJ ･/
供 試 尾 曲 ｢ヒメマ凡がブヲブシムシ二LrイガpLrコイガ 牌ー3樺の老熟に近い幼魚､始めの
2笹は各 T25一越づ をゝ､rコイガ_惟 2O世棟印した｡,
構 試 布 白無地｢モス17ンJを､便宜上略ぼ5セチンメートル角に切ってJl仏fc..,




観 察 の 方 法
供試布 1枚に､供就幼鹿 1匹-を各 1個の容器に入れ､ 同様のものむ､ rヒメマルがyヲブシ
J､シ｣とrイガ｣は25胤 rコ fガ｣は20個を逢 わLJ之を定温誰の和こ入nJl各5日日毎に､牛頭b
繭 9時より正午迄の間に､幼良の蝕寄状況を観察し､蝕零されたる供試布は其都度取換-ると
共に､其際全部の幼魚が5日間に蝕啓し翻 河積を計算 して､其合計数を記紘L札 触寄両横表｣






命 温皮oC幼魚可 調 査 年 月 日 ･蝕賓而稗 .節 .考
7 /) // //) ~ll3日--..-,..19日 1.0
rbメIqlレカyヲ アジ ムツJj(lu戯o')]OLJ;71J';1,C'C u)各｣赦浬駄飼育期間中に於ける蝕寮 と各線鑑とV)関係
rイカQ.J幼鹿の1()0 F･O･LiLlL二a)各定温度飼育期間中の記録
滞船 脱皮oC 幼塵取 調 教 年 月 日 1鵬 甲 備 考
招 .L2.,叩_i;/I′リ 昭利15年 1月.21日- .-4..-'lt,T日/! 〝 9ー‥朴 ..- .-潮 目./ 5 .- 9月 49 5 - ..(lETJ lOEf 1 1J 1 . 0 19,9r.5.075.7 碗氏10度飼育期間中の日数は80日
描 2.rj四/)I JTJ.rl0 稀氏 5,度飼育期間中の.Et数は'20日
り が｣幼魚のICI｡･F;O:･iCjo')各髭粗度飼育期間中に於ける蝕晋 と各派鑑と6')関係





舟批 粗度bC 幼魚数 調 教 年 月 Ef 蝕鮮両種 齢 考
0ユll193+i 3/)I 207些//〟) 昭和1;7JfF;りヨ19日.,-..--16日// // 7FT-,...21I '32 - ..望ti月) 7 9 ,- iユJ Jj=月 1 .. ,,, E相6 ,∫ 0ー .0() 柄氏汚鑑飼育期間中の日数は三;0日








間中､rfが｣の幼鋸 ま5鹿朋閥の中程迄､蝕額を紅組Lo日工メマ jLカツヲブシム シ｣の勃免は､
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